
【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 6

利用者の半数以上が骨折
等にて車椅子生活にな
り、中には、徘徊やトイ
レ誘導が重なると、どう
しても、車椅子に拘束ベ
ルトを活用せざるを得な
い

拘束ベルトをせずに、利用
者にホームの生活を楽しん
でもらえるケアをする。

車椅子生活から、段階を
上げて福祉用具使用にて
歩行できるようにリハビ
リを試み拘束をしない

2 49

今迄は車椅子の利用
者が少なくて、外出
も何の問題もなく出
来ていたが今後は支
援が難しくなる

全員が参加できるよう
に利用者を2日に分け
てしたり、また、希望
を聞いて個人で連れて
行く。

3 13
災害対策の備蓄の件
で調査員に指摘・指
導を受ける。

救急時にすぐに全員が把
握できるように、場所の
設定、物品の数量等を提
示して、その把握や期限
切れの消去、随時、追加
するようにしていく

4 20

今後、利用者の重症化
が考慮される、ホーム
の行事（家族会等）に
家族の参加が少なく交
流が取れない、急変時
の対応が把握するのが
困難。

ホーム利用者の家族の状
態を把握して、家族会の
在り方を説明し全員の家
族が参加してもらえる様
声掛けしていく。

5 32
重度化・終末ケアに
職員のスキル不足や
不安感がある。

看取り等の研修を、
ホーム内外で受け職員
全員スキルアップに努
める。

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
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注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

同法人の小規模多機能と一
緒に合同の家族会をしてい
るが、今後は、ホーム独自
の家族会が開催できるよう
にしたい。

2年間

協力病院の往診、訪問看護
も受け、ホームで最期をと
希望された場合看取りまで
支援したい。

2年間

回数は減少するが、その分
内容の充実した外出支援を
していく

1年間

すぐに対応できるように、
賞味期限や数量等の把握や
収納場所の確認を全員が
しっかり把握する。

1年間
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